
令和元年 11月 25日 

令和元（2019）年度第２回武蔵野市地域包括ケア推進協議会 

資料３－３ 
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令 和 元 年 度 上 半 期 基 幹 型 及 び在 宅 介 護 ・地 域 包 括 支 援 センター業 務 報 告  

 

５－２  地 域 ケア会 議 推 進 事 業  

 ( 1 ) 個 別 地 域 ケア会 議 の開 催  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

在 宅

介 護 ・

地 域

包 括

支 援 ｾ

ﾝﾀｰ  

開催  

日時  
参加者  テーマ  事例  事例の課題  検討結果  

地域ケア会議後  

の状況  
地域の課題  

吉

祥

寺

本

町 

令和元年

6月 20日

（木 ）  

16 :30  

～17 :30  

本人      
軽度の認知

症 のため生

活が不活発

になっている

H さ んへの

支援  

長年地 域活 動 を続

けていた H さんが軽

度 の認 知 症 と診 断

を受 けた。もの忘 れ

が増 えた こ と か ら 、

長 年 の地 域活 動 や

教 室 をやめてしまい

閉 じこもりがちになっ

てしまった。日 常 生

活では、まだできるこ

とも多 い。孫 家 族 と

同 居 だ が 、 孫 も 子

育て中である。  

①  も の 忘 れ の

不 安 や心 配

か ら 、 感 情

不 安 定 で ネ

ガティブな発

言 が 増 え て

いる。ちょっと

した声かけが

あれば、まだ

地 域 での活

動も続けられ

るのではない

か。  

②  認 知 症 に関

す る 理 解 を

同 居 の孫 家

族 だ け で な

く、別居の長

男 に も 理 解

をしてもらう。  

①  介護保険サー

ビス （通 所 ）の

利 用 につなげ

る が 、 同 時 に

地域での活動

に も 参 加 で き

る よ う にす る 。

近隣の友人に

地 域 での集 ま

りがある と きに

は、本 人 に声

をかけて一 緒

に 参 加 し て も

らう。  

②  家 族 に対 して

認知症への理

解 を進 め るだ

けでなく、地域

に も 理 解 を し

てもらえるよう、

認 知 症 サポー

ター養成 講座

を開催する。  

介 護 保 険 サ ー ビ ス

（通所 ）を利用 しなが

ら 、 地 域 での集 ま り

やお茶 をして過 ごす

ことができていたが、

転 倒 骨 折 のため入

院 。 退 院 後 の生 活

について、このまま閉

じこもらず、活動の場

をどのようにするかが

今 後 の検 討 課 題 で

ある。  

①  認 知 症 があっ

て も地 域 の一

員 と し て 生 活

が続けていける

よ う な 介 護 保

険 サ ー ビ ス と

地 域 での見 守

り体制の構築  

②  介護者が子育

て中 であり、就

労 もあるこ とか

らダブルケアへ

の支 援や介 護

離 職 ゼロ を視

野 に入 れ 、 地

域でできるサポ

ー ト 体 制 の検

討  

家族 ・親族  ○  2  

民生児童  

委員  
○  1  

ｹｱﾏﾈｼ ﾞｬｰ  ○  1  

介護事業者  ○  1  

医療関係者  ○  1  

行政    

その他  ○  2  

在宅介護  

・地域包括  
○  2  

基幹型  

地域包括  
  

合計  10  
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在 宅

介護 ・

地 域

包 括

支 援

ｾﾝﾀｰ  

開催  

日時  
参加者  テーマ  事例  事例の課題  検討結果  

地域ケア会議後  

の状況  
地域の課題  

高

齢

者

総

合

セ
ン
タ
ー 

令和元年

6月 28日

（金 ）  

13 :30  

～15 :00  

本人  ○   1   
今 の住 まい

で 、 安 心 し

て住 み続 け

られる。  

もの忘れがあり、通

帳の再発行 を繰 り

返 すといった認 知

機 能 の低 下 が心

配 されている 。 独

居 のため、不 安 と

寂 しさから昼 夜 を

問 わず近 隣 住 民

宅を訪問してしまう

ことから、地 域 から

孤 立 し か け て い

る。  

①  昼 夜 を問 わず

近隣住民宅を

訪問 してしまう

ことで、地域か

ら 孤 立 し か け

ている。  

②  認 知 機 能 の

低下があること

から金 銭 管 理

ができなくなっ

て い る 。 消 費

者 被 害 にあ う

危 険 性 が あ

る。  

①  社 交 的 で誰 と

でも仲良 くでき

るのが本 人 の

強みであること

を 活 か し 、 介

護 保 険 の 通

所 サー ビ ス だ

けでなく 、いき

い き サ ロ ン や

地 域 の集 ま り

等 、本 人 が参

加 で き る 場 を

作 り、孤立しな

いよ うにする。

認 知 症 見守 り

支 援 ヘルパー

も併用し、自 ら

集 いの場 等 に

出 て 行 く だ け

でなく、来 ても

らうことで安 心

感 が得 られ る

ようにする。  

②  認 知 機 能 の

低下があること

から金 銭 管 理

ができなくなっ

てきている。権

利 擁 護 事 業

の利 用 につい

て検討  

介 護 保 険 サービス

と地 域 の見 守 りや

声 かけ支 援 を受 け

ながら在 宅 での生

活 を継 続 してい る

が、金 銭 管 理 がで

きなくなり、生 活 費

が不 足 してしまうこ

と が 増 え て き た た

め、成年後見制度

の申 立 てに向 けて

準備をしている。  

団 地 住 民 同 士 の

顔 の見 える関 係づ

くりができたことによ

り 、地 域 での生 活

が継続できている。

地域 とケアマネジャ

ーが、スムーズに連

絡 ・ 連 携 で き る地

域づくり  

家族 ・親族    

民生児童  

委員  
○  1  

ｹｱﾏﾈｼ ﾞｬｰ  ○  3  

介護事業者  ○  1  

医療関係者    

行政    

その他  ○  2  

在宅介護  

・地域包括  
○  4  

基幹型  

地域包括  
  

合計  12  
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在 宅

介 護 ・

地 域

包 括

支 援

ｾﾝﾀｰ  

開催  

日時  
参加者  テーマ  事例  事例の課題  検討結果  

地域ケア会議後  

の状況  
地域の課題  

高

齢

者

総

合

セ
ン
タ
ー 

令和元年

7月 26日

（金 ）  

13 :30  

～15 :00  

本人    
今 の住 まい

で 、 安 心 し

て住 み続 け

られる。  

夫 が 亡 く な り 、

独 居 と な る 。 ボ ラ

ン テ ィ ア 活 動 や

趣 味 の 水 泳 、

友 人 と の 交 流

等 活 発 に 生 活

し て い た が 、 認

知 機 能 の 低 下

か ら 閉 じ こ も り が

ち に な っ て し ま っ

た 。  

①  介 護 保 険 の

通 所 サービス

を利 用 し て い

る が 、 介 護 保

険 サー ビ ス の

利 用 日 以 外

は閉 じこもりが

ち に な っ て い

る。  

②  独 居 のた め 、

緊 急 時 の 対

応 をどのように

したらよいか。  

①  自 治 会 で 登

録 制 の見 守 り

活 動 を行 って

いることが分か

り、登 録 するこ

ととなった。介

護 保 険 サービ

スの利 用 日 以

外 にも予 定 を

明 らかにするこ

と で 、 近 隣 住

民 が見 守 りや

声 か け が で き

る よ う に な っ

た。  

②  自 治 会 独 自

の見 守 り体 制

のほか 、 家 族

の連絡先の確

認 等 を行 い 、

緊 急 時 の 体

制 について確

認した。  

地 域 での見 守 り支

援 を 受 け つ つ 、 介

護 保 険 サー ビ ス を

利用 しながら在宅で

の生活を継続するこ

とができている。  

認 知 症 のある方 を

ど の よ う に 地 域 で

見守 り、声かけをし

て い け る の か 。 地

域 で認 知 症 のある

方への理解 を深め

る必要がある。  

家族 ・親族  ○  1  

民生児童  

委員  
○  1  

ｹｱﾏﾈｼ ﾞｬｰ  ○  2  

介護事業者  ○  1  

医療関係者    

行政    

その他  ○  1  

在宅介護  

・地域包括  
○  4  

基幹型  

地域包括  
  

合計  10  
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在 宅

介護 ・

地 域

包 括

支 援

ｾﾝﾀｰ  

開催  

日時  
参加者  テーマ  事例  事例の課題  検討結果  

地域ケア会議後  

の状況  
地域の課題  

高

齢

者

総

合

セ
ン
タ
ー 

令和元年

9月 13日

（金 ）  

13 :30  

～14 :30  

本人    
今の住まい

で、安 心 し

て 住 み 続

けられる。  

夫 が亡 く な り 、 独

居 となる。認 知 症

のため、遠 方 の家

族 が毎 月 支 援 の

ために上 京 する。

介護保険サービス

も利用 しているが、

日 常 生 活 全 般 に

見 守 りや声 かけが

必 要 。本 人 は「長

年 住 んだこの家 で

生 活 したい 。 知 り

合 いもいないような

と こ ろ （ 家 族 の 住

む場 所 ）には行 き

た く な い 。 」 と 話

す。  

①  もともと小 食 で

もあり、特 に夏

場は脱水で救

急 搬 送 される

ことがある。体

調 管 理 をどの

よ うに してい く

か。  

②  独 居 のた め 、

緊 急 時 の 対

応 をどのように

したらよいか。  

①  主 治 医 から病

状 説 明 が あ

り、それを踏 ま

えて本 人 の行

動 パ タ ー ン か

ら必 要 な支 援

を検 討 。介 護

保険の通所サ

ービスを活用  

②  自 治 会 や 近

隣の協力 を得

て 、新 聞 が溜

ま っ て い な い

か 、回 覧 板 を

回 しているかと

いったことで見

守 り 、 異 変 が

感 じられたとき

は家族へ連絡

す る 体 制 と し

た。  

本 人 の行 動 範 囲 を

把 握 し 、 地 域 で見

守 り・声かけをしてい

るが、信 号 のないと

ころで横断する等事

故 になるおそれもあ

るこ とから 、ひと りで

の外 出 が難 しくなっ

ている。介護保険サ

ービスを増やす等の

調整を行っている。  

認 知 症 のある方 を

ど の よ う に 地 域 で

見守 り、声かけをし

て い け る の か 。 地

域 で認 知 症 のある

方への理解 を深め

る必要がある。  

家族 ・親族  ○  1  

民生児童  

委員  
○  1  

ｹｱﾏﾈｼ ﾞｬｰ  ○  2  

介護事業者  ○  1  

医療関係者  ○  1  

行政    

その他  ○  3  

在宅介護  

・地域包括  
○  3  

基幹型  

地域包括  
  

合計  12  
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在 宅

介護 ・

地 域

包 括

支 援

ｾﾝﾀｰ  

開催  

日時  
参加者  テーマ  事例  事例の課題  検討結果  

地域ケア会議後  

の状況  
地域の課題  

桜

堤

ケ
ア
ハ
ウ
ス 

令和元年

9月 4日

（水 ）  

13 :30  

～14 :30  

本人    
もの盗 られ

妄 想 の あ

る 独 居 の

方 へ の 支

援 を 考 え

る。  

もの盗 られ妄想があ

り、そのために近 隣

や家 族 との関 係 が

悪 化 。介 護 保 険 サ

ービスを利 用 してい

るが、金銭管理 も難

しくな り 、権 利 擁 護

が必 要 。医 療 機 関

への受 診 も 拒 否 さ

れる。今 の住 まいで

生 活 を継 続 する た

めには、どのような体

制があればよいか。  

①  もの盗られ妄

想 の あ る 本

人 と 、 どの よ

う に 信 頼 関

係 を 構 築 し

ていくか。  

②  認 知 機 能 の

低 下 の ほ か

身 体 機 能 の

低 下 もある。

医 療 機 関 に

どのよ うにつ

ないでいける

か。  

①  介護保険サー

ビス事 業 者 で

の関 わ り 方 の

工夫や取組に

ついて地 域 住

民に伝えること

で 、本 人 の症

状への対応方

法 について理

解を求めた。  

②  健康診断を受

け る こ と を 勧

め、それをきっ

かけに定 期 的

な受 診 、成 年

後 見 制 度 申

立 てにつなげ

る 。 緊 急 時 の

連 絡 について

は 、 在 宅 介

護 ・地 域 包 括

支 援 セン ター

から姪 に確 認

し 、 了 解 を 得

る。  

医 療 機 関 へ受 診 で

きるようアプローチし

ているが 、 受 診 で き

ていない。認 知 機 能

の低 下 により 、住 宅

の更 新 手 続 に支 援

が必要なことをきっか

け に 甥 に 連 絡 を 取

り、併 せて成 年 後 見

制度申立てについて

調整している。  

独 居 でキーパーソ

ン不在の方の支援

体制の検討  
家族 ・親族    

民生児童  

委員  
○  1  

ｹｱﾏﾈｼ ﾞｬｰ  ○  1  

介護事業者  ○  4  

医療関係者  ○  1  

行政  ○  2  

その他  ○  1  

在宅介護  

・地域包括  
○  2  

基幹型  

地域包括  
  

合計  12  
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在 宅

介護 ・

地 域

包 括

支 援

ｾﾝﾀｰ  

開催  

日時  
参加者  テーマ  事例  事例の課題  検討結果  

地域ケア会議後  

の状況  
地域の課題  

武

蔵

野

赤

十

字 

令和元年

6月 7日

（金 ）  

10 :30  

～11 :30  

本人  ○  1  
認 知 症 が

あ っ て も

本 人 ら し

い生 活 を

送 る た め

に。  

独 居 で認 知 症 があ

る 。 隣 に 住 む長 男

夫 婦 が支 援 、介 護

サービスを利 用 しな

が ら 生 活 を し て い

る 。本 人 はこのまま

家 で暮 らしたいと話

すが 、認 知 機 能 の

低 下 によ る日 常 生

活 への支 障 が増 え

てきている。  

①  本 人 は 、 自

分ではできて

い るつも りで

もできていな

いことも多 く、

認 知 症 の あ

る 本 人 の 自

尊 心 を 傷 つ

け な い 支 援

の検討  

②  近隣 とのこれ

までの関 わり

や ス ー パ ー

へ の 買 物 は

本 人 の 楽 し

みとなってい

る が 、 ひ と り

ではできな く

なってきてい

る 。 本 人 の

楽 し み に 対

す る 支 援 の

検討  

③  緊 急 時 の体

制の確認  

①  ②  通 所 サービ

スや見守 り支援

ヘ ル パ ー の 対

応で工夫 してい

る こ と や 、 家 族

が どの よ う に 関

わってい るのか

を共 有 するこ と

で 、本 人 のでき

ていること ・でき

ていないこと、手

助 けす る と で き

ることを把握  

③  当 日 キャンセ

ル 時 の 対 応 も

含 め 、 再 度 確

認 。 状 態 の 急

変時は、家族へ

連 絡 する こ と を

確認  

認 知 症 状 の進 行 に

より外出することが難

しくなり 、当 日 キャン

セルをすることが増え

てきたため、介 護 保

険 サービスの見 直 し

を検討している。  

認知症のある本人

の意 思 決 定 支 援

をどのようにしてい

くか。本人 ・家族だ

けでなく、本人を支

える支援者全員で

一 緒 に考 えていく

必要がある。  

家族 ・親族  ○  2  

民生児童  

委員  
  

ｹｱﾏﾈｼ ﾞｬｰ  ○  1  

介護事業者  ○  2  

医療関係者    

行政    

その他    

在宅介護  

・地域包括  
○  1  

基幹型  

地域包括  
  

合計  7  



7 

 

 ( 2 ) エリア別 地 域 ケア会 議 の開 催  

地区  

（在宅

介護  

・地域

包括  

支援 ｾ

ﾝﾀｰ）  

内容  
開催日  

・会場  

参加

者数  

うち  

ｹｱﾏ

ﾈｼﾞｬ

ｰ数  

５つの機能の到達度  

（○で）  

個別  

課題  

解決  

ﾈｯﾄ  

ﾜｰｸ  

構築  

地域  

課題  

発見  

地域

づく

り・

資源

開発  

政策  

形成  

〈
吉

祥

寺

本

町

） 

東

部

第

２ 

吉祥寺本町地域ケア会議  

男性が地域で活躍する場づくり  

「男の料理教室の報告とこれからの活動について」  

 

昨年度の地域ケア会議で「男性がもっと地域で活躍する場が必要なのではな

いか」という意見が出されて、具体的な活動について話し合いを重ねてきた。その

成果 として、平成 31年 3月 14日に「男の料理教室 」を開催した。その報告 と今後

の取組について話し合った。  

 

平成 31年  

4月 25日 （木 ）  

 

二 葉 学 園 学

生会館  

17  5   ○   ○   

〈
桜

堤

ケ
ア
ハ
ウ
ス
） 

西

部

第

１ 

境地区地域ケア会議  

「境地区の強みを生かした取組 」について意見交換  

 

昨年度の地域ケア会議で、境地区の強みはキーワードで表すと「多 世代 との

つながり」及び「古いものと新 しいものとの融合 」ということだった。この強みをどのよ

うに生かしてくことができるか、具体的な取組について考えた。  

 

令和元年  

6月 28日 （金 ）  

 

ス イ ン グ ホ ー

ル  レ イ ン ボ

ーサロンA 

34  7   ○  ○    

〈
武

蔵

野

赤

十

字

） 

西

部

第

２ 

（平成 30年度分 ）  

境南町地域ケア会議  

「いきいき健康生活づくり実行委員の取組とこれから」  

 

一昨年度の地域ケア会議で「いきいき健康づくり実行委員会 」が発足 し、さら

に音楽活動を中心に行 う「KYONAN奏でる会 」が自主活動グループとして誕生

した。１年間の活動報告を行い、今後の活動の発展について考える。  

 

令和元年  

6月 18日 （火 ）  

 

ケ ア コ ー ト 武

蔵野  

27  6   ○     

 


